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近年我々の研究において、金属錯体とフェルダジルラジカルの組み合わせを用い

た多様な分子設計が可能となり[1,2]、ランダムネス誘起の量子スピン液体の候補物

質[1]が見出されるなど、新奇物性の開拓が進んできた。非磁性の Zn(hfac)2とフェ

ルダジルラジカルの組み合わせでは Zn(hfac)2が分子間のスペーサーとして働き、良

い低次元性を持ち等方的な量子スピン系モデル物質が多数得られている。本講演で

は最近合成に成功したいくつかの Zn(hfac)2系物質の低温物性について報告したい。 

[Zn(hfac)2](4-Cl-o-Py-V-p-Cl2) (図 1 中挿図)は分子軌道計算からは強磁性―反強磁

性交替鎖が主要な相互作用と予想される。この系は理論的には基底状態が実効的に S 

= 1 のハルデイン系と同等であることが知られている [3]。図 1 に本物質の 0.5 T に

おける 60 mK までの磁化率の温度依存性を示す (✕印)。2.5 K 付近に低次元系に特

有な短距離相関の発達を示す

ブロード・ピークが見られる。

80 mK での磁化曲線から見積

もった全磁化の 5%程度の不純

物の寄与(青丸)を差し引くと、

赤丸となり、確かにスピンギャ

ップを持つ振る舞いが得られ

た。一方で、1 K から非磁性基

底状態に移ると考えられる 0.2 

K付近までに単純な強磁性―反

強磁性交替鎖とは異なる構造を

持っていることが見て取れる。同様

に 80 mK の磁化曲線も飽和付近で

特異な振る舞いを示しており、低温

での鎖間相互作用の発達が励起状態に非自明な影響を与えている可能性がある。 

当日は本物質の比熱も含めた詳しい測定結果について議論すると共に、 (4-Cl)→

(4-Br)と置換した系についても報告したい。 
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図 1：[Zn(hfac)2](4-Cl-o-Py-V-p-Cl2)の 0.5 T におけ

る磁化率の温度依存性。挿図：構造式。  


